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ユーザー認証におけるID/パスワード
(多要素認証)への移⾏と名寄せについて
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ご案内

• Web申請システムやROAの作成・管理に必要なROAWebへのロ
グインの際に⾏われるユーザ認証の⽅式を従来の電⼦証明書を
⽤いた⽅式からID/パスワード(多要素認証)を⽤いた⽅式に変
更いたします。

• ID/パスワード(多要素認証)を利⽤するために、新たなIDの作成
をお願いする予定です。その際に従来の電⼦証明書が必要にな
ります。

• 新たなIDでは、IPv4アドレス、IPv6アドレス、プロバイダ⾮依
存アドレスおよびAS番号に関する申請のほか、ROAに関する申
請等を⼀つのIDで⾏うことができるようになります。

• ご利⽤までの流れ・仕組み・併⽤期間等についてご説明いたし
ます。
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どのように変わるのか
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ログイン画⾯

ユーザIDとパスワードを⼊⼒後、⼆要素⽬のコードを⼊⼒してしてログインします。デ
フォルトでは⼆要素⽬はご登録のメールアドレスに届く仕組みになる予定です。

※画⾯は開発中のものです。ご提供の際には異なる可能性がございます。
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ログイン後の「資源選択」画⾯

※画⾯は開発中のものです。ご提供の際には異なる可能性がございます。

申請する資源情報
を選択します。

管理者の⽅はユーザの追加
や削除、権限の変更を⾏う

ことができます。
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資源選択後の画⾯

資源選択のあとは従来通りのWebインターフェースをご利⽤いただけます。



7

ユーザと権限の管理(1/2)

管理者の⽅は資源管理者・資源申請者・ROA申請者の権限を付与したり
解除したりすることができます。

※画⾯は開発中のものです。ご提供の際には異なる可能性がございます。
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ユーザと権限の管理(2/2)

メールアドレスと⽒名を⼊
⼒してユーザを作成します。

資源管理者はWeb申請システムの資源管理メニューにアクセスできます。資源申
請者は資源申請メニューにアクセスできます。ROA申請のみを⾏うユーザを作成す

ることもできます。(契約管理者を削除することはできません。)

※画⾯は開発中のものです。ご提供の際には異なる可能性がございます。
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ユーザの種類と権限について
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ユーザの種類と権限
• ユーザは資源毎ではなく組織毎に統合されます。
• 契約・資源管理者 → 統合されます。

• 指定事業者（証明書の名称がLIR-COやLIR-MAで始まるユーザ）
• 歴史的PIアドレスホルダ（証明書の名称がHPI-COで始まるユーザ）
• 特殊⽤途⽤PIアドレスホルダ（証明書の名称がHPI-COで始まるユーザ）
• AS番号割当先組織（証明書の名称がASN-COで始まるユーザ）

• 資源申請者 → 統合されます。
• 指定事業者（証明書の名称がLIR-HMで始まるユーザ）
• 歴史的PIアドレスホルダ（証明書の名称がHPI-HMで始まるユーザ）
• 特殊⽤途⽤PIアドレスホルダ（証明書の名称がSPI-HMで始まるユーザ）
• AS番号割当先組織（証明書の名称がASN-OPで始まるユーザ）

• ROAWeb（RPKIのROA管理サイト）の権限が加わります。
• ROAWebのみにアクセスできるユーザを作ることができます。
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“名寄せ”について
• 資源情報毎のユーザではなく組織毎のユーザ
• 請求情報に基づいて資源情報を”名寄せ”し、”組織”に属するユーザは複

数の資源に関する申請を⾏うことができるようになります。
• IPアドレスに関する申請権限を持つユーザはPAアドレス・PIアドレ

ス・IPv6アドレスのいずれの申請を⾏うことができるようになります。

名寄せに関するご希望はお問い合わせ窓⼝までご連絡ください。
例︓”IPv4とIPv6で部署が異なるので分けて欲しい”など
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移⾏について
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移⾏の考え⽅
• 多要素認証のIDと従来の電⼦証明書は当⾯、併⽤
• 多要素認証を使っても従来の電⼦証明書を使ってもWeb申請システム

やROAWebにログインできます。
• ID作成後は電⼦証明書の更新を停⽌
• 資源管理カードおよび資源管理者証明書の更新のご案内は送られなくな

ります。
• デバイス(ICカード・カードリーダー)の返却をお願いいたします。

従来の電⼦証明書の有効期限が近い場合などにはお気軽にご相談ください。
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移⾏サイト(1/3)

従来の資源管理者証明書を使って
「レジポータルへの登録」にアクセ
スすると資源管理者のIDを作成する
ことができます。

作成されたIDを使うと資源選択画⾯
にアクセスできるようになります。

※画⾯は開発中のものです。ご提供の際には異なる可能性がございます。
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移⾏サイト(2/3) - ご確認いただきたいこと①

資源毎に存在していたユーザが組織毎に統合されます。

※画⾯は開発中のものです。ご提供の際には異なる可能性がございます。
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移⾏サイト(3/3) - ご確認頂きたいこと②

“名寄せ”された資源の情報が表⽰されます。どこまで名寄せされてよいのか
をご確認ください。※変更を希望される際にはお問い合わせください。

※画⾯は開発中のものです。ご提供の際には異なる可能性がございます。
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今後について
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時期について
• ご提供開始を近⽇中にお知らせいたします。
• ご提供が開始されましたら任意のタイミングでご利⽤いただけます。

• 従来の電⼦証明書のご利⽤終了時期は別途お知らせいたします。
• 併⽤期間は⼀定期間（⼀年程度）を予定しております。

ご不明な点等につきまして ip-service@nir.nic.ad.jp（多要素認証担当）まで
ご連絡を頂けますと幸いです。
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おわり


